











て（De la crítica personal, 1902・12・1）」をテーマとしたオルテガ最初のエッセー
『注釈集（Glosas）』（6）と『ミゲル・デ・ウナムノ（Miguel de Unamuno）宛てオ










 　 �エピローグにかえて� 




ソナタ》 （La《Sonata de Estío》，De Don Ramón del Valle-Inclán.）』（8）についての
論考をめぐらしている。それらの分析を通して，主著の一つとされる『ドン・







るに至ったのは 1914 年の公刊にかかる Meditaciones del Quijote であった。 彼






Ferrater Mora）を始め，最近では C.R. マッテイ（Carlos Ramos Mattei）等に
もみられる。特に，J. マリアスにあっては，E. ラグ（Evelyn Rugg）と D. マリ
ン（Diego Marin）による『ドン・キホーテに関する省察』の英訳書へ添付し
た「アメリカ人読者へのプロローグ（Prologue for American Readers）」の中で，
この書はオルテガの代表作の一つであり，そこにはオルテガ哲学の淵源を見出
し得るし，彼のその後の諸作品の中にはここで論じられた理念を見出し得ると
記述している（12）。また，J. マリアスは，『哲学史（Historia de la Filosofía）』と
いう作品にて，1902 年 にオルテガが著作活動を開始したことや，私と環境 （yo 
y circunstancia） というオルテガ独自の視点は最初『エデンのアダム（Adán en 
el Paraíso）』というタイトルで 1910 年に出版されたエッセ－のなかに現れた
と指摘するとともに，オルテガが自己の哲学の成熟した形に達する前に彼の思












のうちの第 1 巻の目次や J. F. モーラが当該箇所に加えた注記から察して，『エ
デンのアダム（Adán en el Paráiso）』であり，1904 年に公になった作品とは，「個
性的批評について」と『バ－リエ・インクランの《夏のソナタ》』とを指すも
のとみてよかろう（17）。C. R. マッテイの見解を取り上げてみると，オルテガが



















献として，カエサル（G. G. Caesar），カント（I. Kant），ルナン（J. E. Renan），
アインシュタイン（A. Einstein），フッサール（G. A. Husserl），プルースト（V.-
L.-G.-E.-M. Proust）やイブン・ハルドウーン（Iben Kháldun），ケプラー（J. 
Kepler），ベーコン（F. Bacon），ヘーゲル（G.W. F. Heger），デイルタイ（W. C. L. 
Delthei），ゴヤ（F. J. de Goya），ヴェラスケス（D. R. de S. y Velázquez），その
他多岐にわたる思想家や芸術家，将又心理学者や社会学者が適宜登場する（20）。
第三に，豊富な特殊用語や新造語，更に加えて難解な慣用句（ideotismo）や隠
喩（metáfora）が鏤められている。例えば，「生の理性 （la razón vital）」，「遠近
法（perspectiva: escorzo）」，「根本的現実（realidad radical）」､「哲学の召使い（ancilla 
philosohiae）」，「私は考える，故に私は生きている（cogito quia vivo）」，「私は
私と私の環境（yo soi yo y mi circunstansia）」，「歴史的理性（la razón histria）」，「不
連続観（discontinuismo）」，「近接幾何学（geometrià de lo próximo）」，「< それ

























































それらへ便宜的に名称を付している。即ち，｢ 客観主義 ｣ の時代（1902-1913），
｢ 遠近法 ｣ の時代（1914-1923），｢ 生の理性 ｣ の時代（1924-1955）である（5）。
そのうち，第三ステージを「哲学におけるオルテガの主要業績」（6）の時期と捉
えるとともに，そこでの内容に照らして第一及び第二のステージを吟味してい
る（7）。また，高橋 徹は，J. F. モーラが提示したステージ解釈を踏襲する形で「『私
は，私と私の環境である』という彼の主題の生成・発展を中心として推移す
る環境（スペインの状況）の中における私（オルテガ）の環境との格闘を見て
ゆくことにした」と断りながら，｢ オルテガ思想の発展段階 ｣ という項目をも





























































































一の可能な方法は，プラトンのパイドロスにみる ｢ 愛の狂気（e’ ρωτιχή 























即ち「理念は絶対者なり（La idea es lo absoluto）」の至言（11）に相当する。しか
も，そこには「突如として我々の世界の巨大な遠近法（La enorme perspectiva 

















hombre rinde el máximum de su capacidad cunado  adquiere la plena conciencia de 




















yo y mi circunstancia, y si no la salvo a ella no me salvo yo.）」（16）といった命題が成















































した作品として残された点が浮き彫りになる（1）。また，第 1，第 3，第 5，第
















も，第 1，第 3，第 5 ～第 7 から，それらの『省察』は，我々の個人的生と環









ある。更に諸試論は，第 2 と第 7 より，生に関する過去と現在のモチーフの連
関という点からスペインの国民病を読み取る必要性，或いはまた事物本来の存




























いて考察する場合，P. シルヴアー（Philip W. Silver）が示唆する如く，オルテ
ガが 1913 年に「スペイン政治教育連盟（Liga de educación politica  española）」
を結成し，翌年つまり『ドン・キホーテに関する省察』発刊の年，その連盟記





治政策の存 在 しない混乱した 状態にあったスペインの実情もその主要な資料
となろう（3）。また，オルテガでいう根本的現実に裏打ちされた個人的生と環境
の同一視という定義については，既に，1910 年に刊行された『エデンのアダ
ム（Adàn en el Paraiso）』に粗野な見解が現れているし（4），更に同様の理論を






は，マールブルク学派 H. コーエン（Hermann Cohen）の体系的認識論の影響
を多分に受けたものと想定している（6）。後者では，オルテガ独自の「生の理性
（la razón vital）」が同時に「歴史的理性（La razón historia）」でもある（7）という
視点の絡みで，実在は，風景のように，全てが同等に真実，同等に真正な無限
のパースペクティヴを提供するものであり，個々の生命的，歴史的なものから




























ものとみてもよいと思える。   





José Ortega y Gasset, Obras Completas I, Alianza Editorial, Revista de Occidente, 
Madrid, 1983（以後 O. C. と略記する）．Ortega y Gasset, Obras de José Ortega 
y Gasset, 1-32., Colección editada por Paulino Garagorri, Revista de Occidente 
en Alianza Editorial, 2003（以後 Colección と略記する）．José Ortega y Gasset, 
Obras Completas, I-X, Santillana Editiones Generales, S. L. y Fundación José 
Ortega y Gasset, Juan Pablo Fusi Aizpurúa, Taurus, 2005. （以後Taurusと略記する）
を用いた。O. C., Colección, Taurus といった諸版の使用は本『覚え書き』に
必要なオルテガ文献の入手状況の為である。また読解の為に Ortega y Gasset, 
Meditation on Quixote; J. Marías, Prologue for American Readers, Translated by 
Evelyn Rugg and Diego Marín,W. W. Norton& Company, New York, 1960（ 以 後，
Norton と略記する）． や『オルテガ著作集』，白水社，1977 年（以後，白水社
と略記する）を参考文献とした。




　（ 1 ）　 高瀬 學は，私の恩師であり，諸種語学習得の特訓や論文の読解方法のご指導を
ホテルやご自宅で賜った。とはいえ，本『覚え書き』では意識的に敬称を省略
させていただいたことをことわっておきたい。
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経論叢，国士舘大学政経学会第 34 号，昭和 56 年 12 月），ヘシオドス理念をギ
リシャ思想の原型として捉えた『ヘシオドス “労働の日々” の一断面』（政経論
叢，国士舘大学政経学会，第 39 号，昭和 57 年 3 月），我が国における西欧思
考図式摂取での生産性について検討した『日本における洋学摂受の一パターン』
（一）国士舘大学政経論叢第 50 号，昭和 59 年 12 月や（二）第 51 号，昭和 60
年 3 月等では，オルテガ分析の為の伏線と思わせる如き内容が展開されている。
実際，高瀬二論文にはそれら論文の内容がしばしば散見される。
　（ 3 ）　この点については次の注 4）の 111，112 ページを参照せよ。
　（ 4 ）　 『ホセ・オルテガ・イ・ガセー初期二手稿の意義分析』，政経論叢，国士舘大学
政経学部，昭和 61 年 1 号（以後，高瀬『二手稿の意義分析』と略記する）。
　（ 5 ）　 『ホセ・オルテガ・イ・ガセーの 1904 年論文について』，国士舘大学院紀要，
国士舘大学大学院，第 12 号，1992 年（以後，高瀬『オルテガ 1904 年論文』と
略記する）。
　（ 6 ）　O. C. I, Artículos,（1902-1913），pp. 13-18. 
　（ 7 ）　 Epistolario completo Ortega-Unamuno, Ediciones el Arquero, Carta I，J. O. G. a 
M.U., 904, 1-6., pp. 29-32.Carta II, J. O. G. a M. U., 1904, pp. 33-36. な お， 高 瀬
論文では 61-65 ページとあるが，筆者資料（ノース・ウエスタン大學図書館
Northwestern University Library, IL. 所収）ではページ数が異なることを断って
おく。Miguel de Unamuno はバスク人で，「スペイン 1898 年の世代」のメンバー
であり，そのリーダー的存在であった。この 98 年の世代については，Pedro 
Laín Entralgo,La gemeración del noventa y ocho（P. ライン・エントラルゴ著『1898
年の世代』森西路代・村山光子・佐々木孝訳，れんが書房新社 1986 年）を参
照せよ（以後，森西『98 年の世代』と略期する）。
　（ 8 ）　 O. C. I, Artículos,（902-1913），pp.19-27. Valle-Inclán,（1869-1936）はウナムノと
同様「スペイン 1898 年の世代」のメンバーである。森西『98 年の世代』には
他のメンバーの作品が含まれている。
　（ 9 ）　O. C. I, pp. 309-400. Colección, 17. 
　（10） 　高瀬『二手稿の意義分析』48 ページ。
　（11）　 高瀬論文では，参考文献として José Luis Abellán, El Erasmismo Español, Espasa- 
Calpe, 1982, p. 11. が提示されている（高瀬『二手稿の意義分析』117 ページ）。
　（12）　Norton, J. Marías, Prologue for American Readers, p. 9.
　（13）　  Julián Marías, Historia de Filosofía, 1958, pp. 429, 435（以後，Marías, Historia de 
Filosofía と略記する）， Adán en el Paráiso, O. C. I, pp. 469-498.
　（14）　 Julián Marías, Reason and Life, Translated by Kenneth S. Reid and Edward 
Sarmiento, New Heven, Yale University Press,1956., p. 186（以後，Marías, Reason 
and Life と略記する）．
　（15） 　 José Ferrater Mora, Ortega y Gasset, An Outline of his Philosophy New Revised 
Edition, Yeale University Press, 1963, pp. 5-6（以後，Mora と略記する）．
　（16）　 O. C. I の扉には，“ésta edición, en  doce volúmenes, de las Obras Completas de 
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José Ortega y Gasset,publicada al conmemorarse el centenario del nacimiento del 
autor, se imprime con la colaboración de la Fundación Banco Exterior.” とある。
　（17）　Mora, p. 6. O. C. I，pp. 19-27.
　（18）　 Carlos Ramos Mattei, Ethical Self-Determination in Don José Ortega y Gasset, Peter 
Lang 1987, p. 4（以後，Mattei と略記する）．
　（19）　例えば，El Sol., El Imparcial., Crisol., Luz., La Nación 等である。Mora, op. cit., p. 9.
　（20）　例えば，特に，O.C. XI. と O.C. II. の Índice de Nombres を参照せよ。
　（21）　 例えば，Colección 16. El Tema de Muestro Tiempo, p. 19, p. 51., pp. 54ff., p. 149., pp. 
187ff., p.198. Colección 17. Mediciones del Quijote, p.21., pp. 24-25., p. 80., p. 147. 
Taurus III, El Sentido Histórico de la Teoria de Einstein,p.645. O.C.I,Glosas,p.14., 




　（ 1 ）　 Novum Organum,Aphorismi,xxxix, Quatuor sunt  genera  Idolorum quae mentes 
humanas obsident. Iis（docendi gratia）nomina imposuimus; ut primum genus, 
Idola Tribus; secundum, Idolas Specus; tertium, Idola Fori; quartum, Idola Theatri 
vocentur. つまり，“Idora Tribus sunt fundata in ipsa natura humana, atque in ipsa 
tribu seu gente hominum. Falso enim asseritur, sensum humanum esse  mensuram 
rerum; quin contra, omnes perceptiones tam sensus quam mentis sunt ex analogia 
hominis, non ex analogia universi. Estque  intellectus humanus instar speculi 
inaequalis ad radios rerum, qui  suam naturam naturae rerum immiscet, eamque 
distorquet et  inficit.（XLI）., Idola Specus sunt idola hominis individui. Habet 
enim unusquisque （praeter aberrationes naturae humanae in genere）specum 
sive cavernam quandam individuam, quae lumen naturae frangit et  corrumpit; 
vel propter naturam cujusque propriam et singularem; ver propter educationem 
et conversationem cum aliis; vel propter lectionem librorum, et authoritates 
eorum quos qiusque colit et miratur; vel propter  differentias impressionum, prout 
occurrunt in animo praeoccupato et praedisposito aut in animo aequo et sedato, vel 
ejusmodi; ut plane spiritus humaus（prout disponitur in hominibus singulis）sit 
res varia,et omnino perturbata, et quasi fortuita: unde bene Heraclitus, homines 
scientias quaerere in minoribus mundis, et non in majore sive communi.（XLII）., 
Sunt denique Idola quae immigrarunt in animos hominum ex diversis dogmatibus 
philosophiarum, ac etiam ex perversis legibus demonstrationum; quae Idola Theatri 
nominamus; quia quot philosophiae receptae aut inventae sunt, tot fabulas productas 
et actas censemus, quae mundos effecerunt fictitios et scenicos. Neque de his quae 
jam habentur, aut etiam de veteribus  philosophiis et sectis, tantum loquimur; cum 
complures aliae ejusmodi fabulae componi et concinnari possint; quandoquidem 
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errorum prorsus diversorum causae sint nihilominus fere communes.Neque rursus 
de philosophiis universalibus tantum hoc intelligimus, sed etiam de principiis 
et axiomatibus compluribus scientiarum, quae ex traditione et fide et neglectu 
invaluerunt. Verum  de  singulis  istis  generibus idolorum fusius et distinctius 
dicendum　est, ut intellectui humano cautum sit.（XLIV）” と述べているのである 
（The Works of Francis Bacon, Stuttgart-Band,1963,pp.163-165.）。  
　（ 2 ）　拙著『スピノザの原画分析』政光プリプラン，第四版，2008 年，237-272 ページ。
　（ 3 ）　拙著，前掲，『スピノザの原画分析』，特に，121, 150, 188, 196,  217 ページ。
　（ 4 ）　Immanuel Wallerstein, Unthinking Social Science, Polity Press,  1995, pp. 1-4.
　（ 5 ）　Mora, pp. 5-8.
　（ 6 ）　Mora, p. 16
　（ 7 ）　Mora, p. 17
　（ 8 ）　高橋 徹『世界の名著』 56，「大衆の反逆」中央公論，1971, 68-69 ページ。 

















　（ 4 ）　Colección 17, pp. 12-14. 
　（ 5 ）　Colección 17, p. 12. 
　（ 6 ）　 Mateo Alemán（1547-1616）については，Vida y del Picaro Guzman de Alfarache 
ed. Adornada, Obra Maestras, 1963（Illinois State University 所収）が参考になる。
（　）内の文章は筆者挿入。
　（ 7 ）　Colección 17, pp. 14-18.
　（ 8 ）　 プラトンの対話編にみる ｢ 愛の狂気（e’ ρωτιχή  µανία）｣ については，『プ
ラトン全集 5』岩波書店，1974 年や Graeme Nicholson, Plato’s Phaedrus, Perudue 




　（ 9 ）　Colección 17, pp. 18-19. 
　（10）　Colección 17, p. 18.
　（11）　 この点を理解する為には，樫山欽史郎『ヘーゲル哲学の研究』創文社，昭和 45
年，が参考になる。詳細な説明は意識的に省略する。
　（12）　Colección 17, p. 19.
　（13）　Colección 17, pp.-23. 文中 <  >は筆者挿入
　（14）　Colección 17, p. 21.
　（15）　Colección 17, pp. 24-26.
　（16）　Colección 17, p. 25.
　（17）　Colección 17, pp. 26-30.
　（18）　 我々つまりスペインを取り巻く二つの環境として Pio Baroja（1872-1956）と
Azorín（1873-1967）の作品をとらえ，それについての試論を展開している（pp. 
26-30）。これについては，特に，O.C. II, El Espectador, 1, 2 を参照せよ。
　（19）　Colección 17, pp. 30-32.
　（20）　Colección 17, pp. 32.
　4　「読者よ …（Lector…）」の内容整理
 　　 ─エピローグにかえて─
　（ 1 ）　 Silver は “Nota de esta edición（O. C. II, p. 101.）” を提示して，最初 “Salvacións”
というタイトルで 10 編を構想し（1910），後には “Essay（Quxote,1914）” とい
うタイトルへ変えて 10 編を計画した点を指摘している（Philip W. Silver, Ortega 
as Phenomonologist, New York, Columbia University Press, 1978, p. 34 ）。    
　（ 2 ）　ibid.pp. 21-25, 31-35.
　（ 3 ）　 当然，ここにはバスクやカタルーニャの分立主義も影響を及ぼすといえよう。
立石博高，若松　隆，『概説スペイン史』，有斐閣，昭和 62 年，138-171 ページ。
　（ 4 ）　 OC, I, pp. 469-4489. Marías, Historia de la Filosofía, pp. 435-435. Julián Marías, 
Circumstance and Vocation, Translated by Frances M. Lopez-Morillas, Norman, 
1970, pp. 252, 279, 287. 323-329, 335, 343-344, 360, 361, 362-363, 364, 373, 374, 
399, 400, 403, 404, 458（Marías,Circumstance and Vocation と略記する）。
　（ 5 ）　 Marías, Hisutoria de Filosofía, pp. 429,436. 渡邊　修『オルテガ』清水書院，23 ペー
ジ（以後，渡邊と略記する）。
　（ 6 ）　 Marías, Hisutoria de Filosofía, p. 429.　渡邊，23 ページ。例えば，H. コーエンは，
思惟は，飛躍し，跳躍し，系列や各部（das Glied）を形造するし，その内容を
生産するという考えや，思惟の中には意欲（運動）が働いているといった理念
を定義しているのである。（Hermann Cohen, Ethek der reinen Willens, Hermann 
Cohen Werke, Band 6, Hildesheim, 2006, S. 18-26., Band 7, Hildesheim, 2008, S. 
106,）。但し，C. R. Mattei は，この作品が，初めて彼の主要直観の明確な記述
であったと評している（Mattei, p. 4）。
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　なお，オルテガの独留学については，The Encyclopedia of Philosophy, N. Y., 
The Mac Millan Co., 1967, Vol. VI, pp. 2-5. Enciclopedia Filosofica, Firenze, G. C. 
Sansoni, Editore, 1967, vol. IV, pp. 1230-1234. José Ferrater Mora, Diccionario de 
Filosofía, Buenos Aires, Editorial Sudamericana, 1971, vol. II, pp. 347-349. Marías, 
Circumstance and Vocation, pp. 174ff. を参照せよ。
　（ 7 ）　Marías,Reason and Life, p. 186.
　（ 8 ）　Colección, 16, pp. 148-149.
　（ 9 ）　 ドイツの哲学者カール・クリスチャン・フリードリッヒ・クラウゼ（Karl Christian 
Friedlich Krause 1781-1832）の汎神論を土台にしたもので，ドイツに学んだフ
リアン・サンス・デル・リオ（Julián Sanz del Río）がスペインに持ち帰ったも
の。Mattei,p. 12, 211.  José Ferrater Mora, Diccionario de Filosofía, op. cit., vol. 1., 
1066-1067. なお文中（　）は筆者挿入。
　（10）　 『ウナムーノ著作集』3.『生の悲劇的感情』（Miguel de Unamuno, Del sentimiento 
trágico de la vida en los hombres y en los pueblos, 1913），神や敬三，佐々木孝，
ヨハネ・マシア訳，5 ページ。
　（11）　 Colección, 16, pp. 90-97.
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